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構造について分析したもので，序章，本論 2 部 6 章および結章からなっている。
序章では，本論文の背景として，韓国における都市化および過疎化の進行とそれがもたらしている問
題点について考察し，そのうえで本論文の目的およびその環境工学上の位置付けについて論じている。




































(3) 農村定住環境の実態を示す20の統計指標を用い「都市近郊部農村J I都市化進行部農村J I平地部停
滞農村J I山間部過疎化農村」の 4 つの主要な震村類型を抽出し，それぞれの類型に該当する農村住
民の環境評価構造から，農村類型別の環境整備課題を明らかにしそれに基づき整備の基本的方向を
示している。
(4) 以上のまとめとして これまでの韓国における農村整備施策の評価および日本の農村整備の展開と
の比較考察をふまえた上で，韓国における将来の農村整備に関する基本的な考え方をまとめている。
以上のように本論文は農村整備の課題が多く，また環境計画研究が極めて少ない現状にある韓国の農
村計画に重要な知見を与えるとともに，都市・農村の相互環境評価の対比を通じての分析の方法はわが
国における将来の地域計画の方法論の新しい展開を示唆するものであり，環境工学上寄与するところが
大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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